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意味役割 に対応 していないことになるか らである｡ このような議論は､受動文 と能動文)
といった､異なる文法形式を示すペアーの ｢意味｣が等 しい､ とい う前提に基づくもの
である｡そ こで検討すべき点は､このような対応 を示す文法は､本当に ｢意味｣が同じ
なのか､ とい うことである｡
能動文 と受動文のような構文間の ｢意味｣が同 じである､という場合の ｢意味｣とは
どのよ うな性質のものなのであろ うか｡両構文の意味が同じであるという主張の根拠と
して挙げ られ るのは､両構文が同 じ状況を描写するのに用いられうる､という事実であ
る｡表現主体である人間か ら独立して存在する表現対象としての状況に内在すると考え






































































く､コマ ドリやスズメを ｢典型的な鳥｣とみなし､フクロクやペンギンは ｢典型性の低













うに形態素 -8という ｢標識｣がある (つまり､ ｢有標｣)が､単数には､boyに見られ












































































































































































































































































味論の優越は坪井 ･西村 (1991)において実証されている)｡むしろ､文法カテゴリー ､
文法関係などにみられるカテゴリー 化の現象など多くの言語現象が､文法を意味から自
律したものと考えることにより説明不可能になるであろう｡認知言語学の最大の長所は､
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